
  

  
 

 

 

 

 

 
 

  
 

  

  

   
  

 
 

 

 

 

 

  

  

 

 

■７月の開館日カレンダー■ 

日 月 火 水 木 金 土 

            1 

2 3 4 5 6 7 8 

9 10 11 12 13 14 15 

16 17 18 19 20 21 22 

23 24 25 26 27 28 29 

30 31           

  は休館日です 
  

夏休み期間中は月曜日も開館します。 

 
文 書 館 ふくい    

ＮＯ.８７ 福井県文書館   

〒918-8113 福井市下馬町 51-11  電話 0776-33-8890  URL http://www.library-archives.pref.fukui.jp/ 

平成 2９年７月発行 
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■講座・講演会・ミニ展示

■ 
 

 

◎文書館講演会 

「松平忠直事件に関わる 

史料の成立と伝来」 
日時：７月１６日（日） １４：００～１５：３０  

講師：小宮 木代良 氏 

（東京大学史料編纂所教授） 

会場：福井県立図書館多目的ホール 

定員：１００名 （要申込） 

 

 越前・豊後・旧家臣などの多様な 

史料から、忠直の隠居・配流事件に 

迫ります。 

 

◎関連ミニ展示「春嶽の忠直赦免願い」 

期間：７月４日(火)～７月１７日(月・祝) 

会場：文書館閲覧室 

 

忠直がテーマの文書館講演会にあわせて、春嶽による

忠直の赦免運動を紹介します。 

 

*電話・FAX・メールにてお申し込みください。

定員に達し次第申込みを締め切ります。 

電話（0776）33-8890  

FAX（0776）33-8891  

E-mail bunshokan@pref.fukui.lg.jp 

■郷土新聞関連■ 
 

 
◎中学生郷土新聞づくりポイント講座 

○７月２２日(土)〈嶺北〉 

会場：福井県立図書館多目的ホール 

時間：１０：００～１２：００  

○７月２９日（土）〈嶺南〉 

 会場：若狭図書学習センター研修室 

時間：１３：００～１５：００ 

講師：徳島 泰彦 氏 
（福井新聞社ＮＩＥコーディネーター） 

     文書館職員 
 

☆テーマの決め方や資料の探し方、見出しや 

レイアウトのポイントなどを説明します。 

＊参加希望の中学生のみなさんは、社会科の先

生に申し込んでください。 

◎郷土新聞入賞作品展示 

期間：７月１５日(土)～８月３１日(木) 

会場：文書館閲覧室 
  
昨年の福井県中学生郷土新聞コンクールの 

入賞作品１０点を展示します。       

■きもちをかたちに―ごめんね。
ありがと。の手紙をかこう！■ 

 
月替展示に関連して、「手紙」コーナーを設

置します。言葉ではなかなか伝えられない気持

ちを、文字や絵であらわしてみてください。 

期 間：７月１４日(金) ～８月３１日(木) 

会 場：文書館閲覧室 ※申込み不要。(無料) 

～夏休みの行事案内～ 
 

 

◎フィアラ先生の古典文学ゼミナール 

「記紀」「日記」「物語」における和歌 
（前期、５回シリーズ） 

第３回 『伊勢物語』の構造と背景  

日時：７月２２日（土）13:30～15:00 

講師：カレル・フィアラ（古典文学顧問） 

場所：文書館研修室   

定員：40 名 （要申込） 

 

■ご利用案内■ 

開館時間 午前９時から午後５時まで 
 
■フレンドリーバスをご利用ください■ 

 * * * * * * * * * * * * * * * * * * ** * * 

「松平忠直画像」大分市歴史資料

館画像提供 大分市浄土寺所蔵 



 

  

 
 
 

   

   

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
日 月 火 水 木 金 土 

         1 2 

3 4 5 6 7 8 9 

10 11 12 13 14 15 16 

17 18 19 20 21 22 23 

24 25 26 27 28 29 30 

  は休館日です 
  

■今月の展示■ 
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文
書
や
記
録
を
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存
し
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用
を
図
る
こ
と
の
大
切
さ
を
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え
る

日
。
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発
足
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で
い
ま
す
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いろんな素材、

複製方法が文

字を運んでく

れたのじゃな。 
 

 ■次回の展示案内■ 

タイトル：「ごめんね。ありがと。展」 

期   間：平成 2９年７月 1４日（金）～９月２７日（水） 

http://www.ica.org/

